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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の単電池が並んで収納されるとともに絶縁性を有し、開口から前記複数の単電池が
収納される下部筐体と、前記開口を塞ぐ蓋である上部筐体と、が設けられている筐体と、
　前記下部筐体内で前記複数の単電池の間を仕切るとともに絶縁性を有する壁部と、
　前記下部筐体の内壁および前記壁部のそれぞれから前記単電池に向かって突出とともに
上下方向に延びる、前記単電池を支持するリブ状の支持突起部と、
が設けられ、
　前記壁部から突出した前記支持突起部は、前記上部筐体を挿通するネジが固定されるネ
ジ穴が形成されていることを特徴とする電池収納容器。
【請求項２】
　充放電時における前記複数の単電池の電圧を少なくとも制御する制御部が設けられ、
　該制御部は、前記複数の単電池の間に配置されるとともに、前記壁部によって前記単電
池との間が仕切られた配置部に挿入されていることを特徴とする請求項１記載の電池収納
容器。
【請求項３】
　前記筐体または前記壁部と前記単電池との間に形成された隙間と、前記筐体との外部と
を連通させる貫通孔が、少なくとも前記筐体に設けられていることを特徴とする請求項１
または２に記載の電池収納容器。
【請求項４】



(2) JP 5330712 B2 2013.10.30

10

20

30

40

50

　前記筐体と前記単電池との間に形成された隙間に挿入される挿入部と、前記下部筐体に
固定された前記上部筐体と当接する当接部と、前記単電池における前記上部筐体側の面に
押し当てられる押圧部と、を有する押え部が設けられていることを特徴とする請求項１記
載の電池収納容器。
【請求項５】
　前記上部筐体における前記下部筐体側の面には、前記下部筐体に収納された前記単電池
に向かって帯状に突出し、前記単電池と当接する凸部が設けられていることを特徴とする
請求項１記載の電池収納容器。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれかに記載の電池収納容器と、
　該電池収納容器に収納された複数の単電池と、
が設けられたことを特徴とする組電池。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電池収納容器および組電池、特に、深海探査機や、電気自動車や、電力貯蔵
装置や、無停電電源装置などに用いて好適な電池収納容器および組電池に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、リチウム電池や、燃料電池などを各種の用途に使用する際には、これら電池
の信頼性と安全性を確保することが要請されている。特に、深海探査機や、電気自動車な
どの移動体にこれらの電池を使用する場合などには、落下試験や、振動試験や、衝撃試験
等の試験によって、これらの電池が所定の規格を満たすものであることを確認する必要が
あった。
【０００３】
　さらに、電池が充電された状態において電極内で短絡が発生すると、内部短絡電流によ
り電池の内部で熱が発生し、高温のガスが噴出するとともに、電池が破損する恐れがあっ
た。または、内部短絡電流が小さい場合であっても、電池の性能が向上しない等、電池の
信頼性が確保できないという不具合が生じる恐れがあった。
【０００４】
　そのため従来では、電池を衝撃や振動から保護することにより、このような不具合の発
生を防止する種々の技術が提案されている（例えば、特許文献１および２参照。）。
【特許文献１】特開２００６－１４７５３１号公報
【特許文献２】特開２００６－３３９０３１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載された組電池では、電池モジュールの間に弾性部材を配置することに
より、電池モジュールが衝撃や振動から保護されている。
　特許文献２に記載された組電池の電池パックでは、組電池を積層させるとともに、積層
させた組電池の両端面を所定の圧力で押圧することにより、組電池を衝撃や振動から保護
されている。
【０００６】
　これらの方法では、組電池を衝撃や振動から保護することはできても、電池モジュール
と弾性部材との接触面をある程度確保する必要があり、または、組電池同士を密着させる
必要があるため、電池から発生した熱を外部に逃がしにくいという問題があった。
　これらの電池では、上述のように発熱によって性能低下が起きるという問題があった。
【０００７】
　さらに、電池モジュール同士、または、組電池同士の間の絶縁性が確保されていないた
め、電池モジュールごと、または、組電池ごとに絶縁層などを設けて、絶縁性を確保する
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必要があった。
【０００８】
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたものであって、耐振動性や耐衝撃性の
向上を図るとともに、電池性能の維持および信頼性の確保を図ることができる電池収納容
器および組電池を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明は、以下の手段を提供する。
　本発明の電池収納容器は、複数の単電池が並んで収納されるとともに絶縁性を有し、開
口から前記複数の単電池が収納される下部筐体と、前記開口を塞ぐ蓋である上部筐体と、
が設けられている筐体と、前記下部筐体内で前記複数の単電池の間を仕切るとともに絶縁
性を有する壁部と、前記下部筐体の内壁および前記壁部のそれぞれから前記単電池に向か
って突出とともに上下方向に延びる、前記単電池を支持するリブ状の支持突起部と、が設
けられ、前記壁部から突出した前記支持突起部は、前記上部筐体を挿通するネジが固定さ
れるネジ穴が形成されていることを特徴とする。
【００１０】
　本発明によれば、単電池は支持突起部により支持されるため、電池収納容器に振動や衝
撃が加えられても、単電池が電池収納容器内で大きく振動したり、飛び跳ねたりすること
が防止される。
　一方、支持突起部により単電池を支持することにより、単電池と筐体との間や、単電池
と壁部との間に隙間が形成される。すると、単電池において発生した熱は、形成された隙
間に放熱されるため、発熱による単電池の性能低下が抑制される。さらに、隣接して配置
された単電池の間での熱の伝播が隙間によって抑制されるため、発熱による単電池の性能
低下が抑制される。
　筐体および壁部に絶縁性を持たせることにより、単電池の表面に絶縁性を有する層を形
成する必要がなくなる。
　また、上部筐体と下部筐体とを分離することにより、単電池を開口から下部筐体に収納
することができる。さらに、開口から収納された単電池に容易にアクセスできるため、単
電池などのメンテナンスが容易になる。
【００１１】
　上記発明においては、充放電時における前記複数の単電池の電圧を少なくとも制御する
制御部が設けられ、該制御部は、前記複数の単電池の間に配置されるとともに、前記壁部
によって前記単電池との間が仕切られた配置部に挿入されていることが望ましい。
【００１２】
　本発明によれば、複数の単電池の間に配置部を設けることにより、配置部を挟んで配置
された単電池同士の間隔が広くなる。そのため、単電池の間での熱の伝播が隙間によって
抑制されるため、発熱による単電池の性能低下が抑制される。
【００１３】
　上記発明においては、前記筐体または前記壁部と前記単電池との間に形成された隙間と
、前記筐体との外部とを連通させる貫通孔が、少なくとも前記筐体に設けられていること
が望ましい。
【００１４】
　本発明によれば、貫通孔を介して筐体の外部と隙間との間における空気の流通が確保さ
れるため、貫通孔が形成されていない場合と比較して、単電池において発生した熱の放熱
が容易になる。
【００１７】
　上記発明においては、前記筐体と前記単電池との間に形成された隙間に挿入される挿入
部と、前記下部筐体に固定された前記上部筐体と当接する当接部と、前記単電池における
前記上部筐体側の面に押し当てられる押圧部と、を有する押え部が設けられていることが
望ましい。
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【００１８】
　本発明によれば、上部筐体を下部筐体に固定することにより、押圧部は当接部を介して
下部筐体に向かって押圧され、単電池は下部筐体に向かって押し付けられるため、単電池
の飛び跳ねがより確実に防止される。
　さらに、押え部の挿入部は隙間に挿入されるため、当接部は上部筐体における強度が比
較的高い周辺部と当接する。そのため、上部筐体の変形が少なくなり、単電池の飛び跳ね
がより確実に防止される。
【００１９】
　上記発明においては、前記上部筐体における前記下部筐体側の面には、前記下部筐体に
収納された前記単電池に向かって帯状に突出し、前記単電池と当接する凸部が設けられて
いることが望ましい。
【００２０】
　本発明によれば、上部筐体を下部筐体に固定することにより、凸部は単電池と当接し、
単電池を下部筐体側に押圧するため、単電池の飛び跳ねがより確実に防止される。
　さらに、上部筐体に帯状に突出する凸部が設けられているため、凸部が設けられていな
い場合と比較して上部筐体の強度が高くなる。そのため、上部筐体の変形が少なくなり、
単電池の飛び跳ねがより確実に防止される。
【００２１】
　本発明の組電池は、状基本発明の電池収納容器と、該電池収納容器に収納された複数の
単電池と、が設けられたことを特徴とする。
【００２２】
　本発明によれば、単電池は支持突起部により支持されるため、組電池に振動や衝撃が加
えられても、単電池が電池収納容器内で大きく振動したり、飛び跳ねたりすることが防止
される。
　一方、支持突起部により単電池を支持することにより、単電池と筐体との間や、単電池
と壁部との間に隙間が形成され、単電池において発生した熱は、形成された隙間に放熱さ
れる。そのため、発熱による単電池の性能低下、ひいては組電池の性能低下が抑制される
。
　筐体および壁部に絶縁性を持たせることにより、単電池の表面に絶縁性を有する層を形
成する必要がなくなる。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明の電池収納容器および組電池によれば、絶縁性を有する筐体や壁部から単電池に
向かって突出した支持突起部により単電池を支持するため、耐振動性や耐衝撃性の向上を
図るとともに、電池性能の維持および信頼性の確保を図ることができるという効果を奏す
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
〔第１の実施形態〕
　以下、本発明の第１の実施形態に係る組電池ついて図１から図６を参照して説明する。
　図１は、本実施形態に係る組電池の構成を説明する側断面視図である。図２は、図１の
組電池の内部構成を説明する上面視図である。
　本実施形態に係る組電池１は、充放電可能な二次電池である単電池２が複数設けられた
組電池であって、深海探査機や電気自動車などの移動体の電源として、あるいは、電力貯
蔵装置や、無停電電源装置などに用いられるものである。
【００２５】
　組電池１には、図１および図２に示すように、リチウムイオン二次電池などの単電池２
と、単電池２を制御する制御部３と、単電池２や制御部３が収納される電池収納容器４と
、が設けられている。
【００２６】
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　単電池２は、略立方体状に形成されたリチウムイオン二次電池などの二次電池である。
　単電池２には、上側端面から上方（図１の上方）へ円柱状に突出した正極および負極の
電極端子１１が設けられている。電極端子１１の上側端面には、制御部３と電気的に接続
される略リング板状の圧着端子１２が、ネジなどの固定部材により取付けられている。な
お、図１および図２では、説明を容易にするため圧着端子１２を１つだけ図示し、残りの
圧着端子１２は図示を省略している。
　さらに、単電池２の表面は、導電性を有する単電池２の筐体表面がそのまま露出してい
る。
【００２７】
　隣接する単電池２の正極と負極の電極端子１１は、導電性を有する材料で形成された接
続バーであるブスバー１３により電気的に接続されている。ブスバー１３は板状に形成さ
れた部材であって、電極端子１１が挿通される一対の貫通孔がそれぞれ端部の近傍に設け
られている。
　このように構成することで、ブスバー１３の貫通孔に電極端子１１を挿通した後に、電
極端子１１に圧着端子１２が取付けられるため、ブスバー１３の抜け防止が図られる。
【００２８】
　なお、本実施形態では、組電池１に４個の単電池２が設けられ、これらの単電池２が直
列に接続された例に適用して説明するが、単電池２の数は４個よりも多くても、少なくて
もよく、特に限定するものではない。
【００２９】
　制御部３は、組電池１の充放電時に単電池２の電圧や温度を監視するとともに、電圧等
を制御するものである。制御部３は基板上に形成された制御回路であって、電池収納容器
４における制御部室３３に挿入されるものである。
【００３０】
　電池収納容器４は、内部に単電池２や、制御部３などを収納して、組電池１の外形を構
成するものである。
　電池収納容器４には、図１に示すように、単電池２や制御部３が収納される下部筐体２
１と、蓋体である上部筐体２２と、が設けられている。
【００３１】
　図３は、図１の電池収納容器における下部筐体の構成を説明する側視図である。図４は
、図３の下部筐体の構成を説明する上面視図である。図５は、図４の下部筐体の構成を説
明するＡ－Ａ断面視図である。
　下部筐体２１は、樹脂などの絶縁性を有する材料から形成されたものであって、単電池
２などを支持するものである。
　下部筐体２１には、図３から図５に示すように、上方に開口が形成された有底角筒状の
筐体本体（筐体）３１と、筐体本体３１の内部を区切り単電池２や制御部３が収納される
単電池室３２や制御部室（配置部）３３を形成する壁部３４と、が設けられている。
【００３２】
　単電池室３２および制御部室３３は、図３に示すように、一列に並んで配置されている
とともに、制御部室３３が単電池室３２に挟まれるように配置されている。言い換えると
、中央に制御部室３３が配置され、その両側にそれぞれ２つの単電池室３２が配置されて
いる。
【００３３】
　このような構成とすることで、制御部室３３を挟んで配置された単電池２同士の間隔が
広くなるため、単電池２の間での熱の伝播が隙間によって抑制される。そのため、発熱に
よる単電池２の性能低下を抑制することができる。
【００３４】
　単電池室３２には、図３および図４に示すように、単電池２を側方から支持する側面リ
ブ（支持突起部）３５と、底面から支持する台部３６と、が設けられている。
【００３５】
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　側面リブ３５は、単電池室３２の角部近傍の筐体本体３１の壁面、および、壁部３４の
壁面から単電池２に向かって突出するとともに、上下方向に延びるリブである。さらに、
側面リブ３５は、単電池２と筐体本体３１との間、および、単電池２と壁部３４との間に
隙間を形成するものである。
　側面リブ３５のうち、壁部３４に設けられた側面リブ３５は略円柱状に形成され、上端
部には上部筐体２２が固定されるネジ穴が形成されている。
【００３６】
　なお、側面リブ３５の配置位置は、上述のように角部近傍の筐体本体３１および壁部３
４に設けられていてもよいし、角部近傍の筐体本体３１のみや、角部近傍の壁部３４のみ
等、単電池２が支持できる位置ならどこに配置してもよく、特に限定するものではない。
【００３７】
　台部３６は、単電池室３２の角部近傍の底面された板状の部材であって、単電池２と筐
体本体３１の底面との間に隙間を形成するものである。
　このような構成することで、単電池２の底面と、単電池室３２の底面との間に隙間が形
成され、単電池２で発生した熱の放熱が容易に行われる。
【００３８】
　制御部室３３の筐体本体３１の壁面には、図４および図５に示すように、制御部３を支
持する一対の挿入スリット３７が対向して配置されている。
【００３９】
　図６は、図１の電池収納容器における上部筐体の構成を説明する上面視図である。図７
は、図６の上部筐体の構成を説明するＢ－Ｂ断面視図である。
　上部筐体２２は、下部筐体２１に取付けられることにより組電池１の外形を構成する蓋
体であって、樹脂などの絶縁性を有する材料から形成されたものである。
【００４０】
　上部筐体２２には、図６および図７に示すように、単電池２の電極端子１１が露出する
一対の開口部４１と、上部筐体２２を下部筐体２１に固定するネジなどの固定部材が挿通
されるネジ穴４２と、制御部室３３と外部とを連通させる通風孔４３と、上部筐体２２の
強度を確保する補強リブ４４と、が設けられている。
【００４１】
　上記の構成からなる組電池１における作用について説明する。
　組電池１は、上部筐体２２と下部筐体２１とが分離された状態で、単電池室３２にそれ
ぞれ単電池２が挿入され、ブスバー１３を用いて直列に接続される。このとき同時に、制
御部３が制御部室３３に挿入され、各単電池２の電極端子１１と制御部３とが電気的に接
続される。その後、下部筐体２１に上部筐体２２が被せられ、ネジなどの固定部材により
上部筐体２２が下部筐体２１に固定される。
【００４２】
　このような構成とすることで、上部筐体２２と下部筐体２１とを分離することにより、
単電池２を開口から下部筐体２１に収納することができる。さらに、開口から収納された
単電池２に容易にアクセスできるため、単電池２などのメンテナンスが容易になる。
【００４３】
　上記の構成によれば、単電池２は側面リブ３５により支持されるため、組電池１に振動
や衝撃が加えられても、単電池２が電池収納容器４内で大きく振動したり、飛び跳ねたり
することが防止される。
　一方、側面リブ３５により単電池２を支持することにより、単電池２と筐体本体３１と
の間や、単電池２と壁部３４との間に隙間が形成される。すると、単電池２において発生
した熱は、形成された隙間に放熱されるため、発熱による単電池２の性能低下が抑制され
る。さらに、隣接して配置された単電池２の間での熱の伝播が隙間によって抑制されるた
め、発熱による単電池２の性能低下が抑制される。
【００４４】
　上部筐体２２、下部筐体２１および壁部３４が絶縁性を有する材料から形成されている
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ため、単電池２の表面に絶縁性を有する層を形成する必要がなくなる。つまり、壁部３４
などにより、隣接する単電池２同士の短絡や、単電池２と外部の部材との短絡が防止され
るため、単電池２の表面に絶縁層を形成する必要がなくなる。
【００４５】
〔第２の実施形態〕
　次に、本発明の第２の実施形態について図８から図１１を参照して説明する。
　本実施形態の組電池の基本構成は、第１の実施形態と同様であるが、第１の実施形態と
は、単電池の固定方法が異なっている。よって、本実施形態においては、図８から図１１
を用いて単電池の固定方法のみを説明し、その他の構成要素等の説明を省略する。
　図８は、本実施形態に係る組電池の構成を説明する側断面視図である。図９は、図８の
組電池の内部構成を説明する上面視図である。
　なお、第１の実施形態と同一の構成要素については、同一の符号を付して、その説明を
省略する。
【００４６】
　組電池１０１には、図８および図９に示すように、リチウムイオン二次電池などの単電
池２と、単電池２を制御する制御部３と、単電池２や制御部３が収納される電池収納容器
４と、単電池２を電池収納容器４に押し付ける押え部１０５と、が設けられている。
【００４７】
　図１０は、図８の押え部の構成を説明する部分拡大図である。図１１は、図８の押え部
近傍の構成を説明する模式図である。
　押え部１０５は、図８に示すように、上部筐体２２と下部筐体２１との間に配置され、
上部筐体２２が下部筐体２１に取付けられた状態において、単電池２を下部筐体２１に押
し付ける部材である。
　押え部１０５には、図１０および図１１に示すように、単電池２と下部筐体２１との間
の隙間に挿入される挿入部１５１と、上部筐体２２の下面と接触する当接部１５２と、単
電池２と接触する押圧部１５３と、が設けられている。
　さらに、押え部１０５が配置される下部筐体２１の壁面には、押え部１０５を案内する
ガイドレール１５４が設けられている。
【００４８】
　挿入部１５１および当接部１５２は、板状に形成された部材の一方の端部および他方の
端部である。挿入部１５１は、押圧部１５３よりも単電池２側の部分であって、単電池２
と下部筐体２１との間の隙間に挿入される部分である。当接部１５２は、押圧部１５３よ
りも上部筐体２２がわの部分であって、その上端部は上部筐体２２と当接するものである
。
【００４９】
　押圧部１５３は、挿入部１５１および当接部１５２を構成する板状の部材に対して、略
垂直に突出する板状の部材である。押圧部１５３と当接部１５２との間には、強度を確保
するためのリブが設けられている。
【００５０】
　ガイドレール１５４は、押え部１０５の両側に配置されるとともに、下部筐体２１の壁
面から単電池２に向かって突出するとともに、上部筐体２２側から下部筐体２１側に向か
って延びるものである。さらに、ガイドレール１５４は、単電池室３２に収納される単電
池２と干渉しないように、あるいは、単電池２を支持するように構成されている。
【００５１】
　なお、上述のように、側面リブ３５とガイドレール１５４とを別個に設けてもよいし、
側面リブ３５のみを設けて側面リブ３５にガイドレール１５４の働きを持たせてもよく、
特に限定するものではない。
【００５２】
　上記の構成によれば、上部筐体２２を下部筐体２１に固定することにより、押圧部１５
３は当接部１５２を介して下部筐体２１に向かって押圧され、単電池２は下部筐体２１に
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向かって押し付けられるため、単電池２の飛び跳ねをより確実に防止できる。
　さらに、押え部１０５の挿入部１５１は隙間に挿入されるため、当接部１５２は上部筐
体２２における強度が比較的高い周辺部、つまり、補強リブ４４の近傍領域と当接する。
そのため、上部筐体２２の変形が少なくなり、組電池本体に外力が作用して振動・衝撃が
印加されても単電池２の飛び跳ねをより確実に防止できる。
【００５３】
〔第３の実施形態〕
　次に、本発明の第３の実施形態について図１２から図１４を参照して説明する。
　本実施形態の組電池の基本構成は、第１の実施形態と同様であるが、第１の実施形態と
は、上部筐体の構成が異なっている。よって、本実施形態においては、図１２から図１４
を用いて上部筐体の構成のみを説明し、その他の構成要素等の説明を省略する。
　図１２は、本実施形態に係る組電池の構成を説明する側断面視図である。
　なお、第１の実施形態と同一の構成要素については、同一の符号を付して、その説明を
省略する。
【００５４】
　組電池２０１には、図１２に示すように、リチウムイオン二次電池などの単電池２と、
単電池２を制御する制御部３と、単電池２や制御部３が収納される電池収納容器２０４と
、が設けられている。
　電池収納容器４には、図１２に示すように、単電池２や制御部３が収納される下部筐体
２１と、蓋体である上部筐体２２２と、が設けられている。
【００５５】
　図１３は、図１２の電池収納容器における上部筐体の構成を説明する上面視図である。
図１４は、図１３の上部筐体の構成を説明するＣ－Ｃ断面視図である。
　上部筐体２２２は、下部筐体２１に取付けられることにより組電池２０１の外形を構成
する蓋体であって、樹脂などの絶縁性を有する材料から形成されたものである。
【００５６】
　上部筐体２２２には、図１２から図１４に示すように、単電池２の電極端子１１が露出
する一対の開口部４１と、上部筐体２２を下部筐体２１に固定するネジなどの固定部材が
挿通されるネジ穴４２と、制御部室３３と外部とを連通させる通風孔４３と、上部筐体２
２の強度を確保する補強リブ（凸部）２４４と、が設けられている。
　さらに、開口部４１の周囲には、下部筐体２１側に突出した段差部２４５が形成されて
いる。
【００５７】
　補強リブ２４４は、段差部２４５を除く上部筐体２２２の周囲に帯状に形成されるとと
もに、上部筐体２２２から下部筐体２１に向かって延びるリブである。補強リブ２４４は
、下部筐体２１に上部筐体２２２が取付けられた際に、その下端面が単電池２の上面と接
触するように構成されている。
【００５８】
　上記の構成によれば、上部筐体２２２を下部筐体２１に固定することにより、補強リブ
２４４は単電池２と当接し、単電池２を下部筐体２１側に押圧するため、単電池２の飛び
跳ねをより確実に防止できる。
　さらに、上部筐体２２２に帯状に突出する補強リブ２４４が設けられているため、補強
リブ２４４が設けられていない場合と比較して上部筐体２２２の強度が高くなる。そのた
め、上部筐体２２２の変形が少なくなり、組電池本体に外力が作用して振動・衝撃が印加
されても単電池２の飛び跳ねをより確実に防止できる。
【００５９】
〔第４の実施形態〕
　次に、本発明の第４の実施形態について図１５および図１６を参照して説明する。
　本実施形態の組電池の基本構成は、第１の実施形態と同様であるが、第１の実施形態と
は、組電池の内部構成が異なっている。よって、本実施形態においては、図１５および図
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１６を用いて組電池の内部構成のみを説明し、その他の構成要素等の説明を省略する。
　図１５は、本実施形態に係る組電池の構成を説明する側断面視図である。図１６は、図
１５の組電池の内部構成を説明する上面視図である。
　なお、第１の実施形態と同一の構成要素については、同一の符号を付して、その説明を
省略する。
【００６０】
　組電池３０１には、図１５および図１６に示すように、リチウムイオン二次電池などの
単電池２と、単電池２を制御する制御部３と、単電池２や制御部３が収納される電池収納
容器４と、振動を減衰する第１減衰部３０５および第２減衰部３０６と、が設けられてい
る。
【００６１】
　第１減衰部３０５および第２減衰部３０６は、ゴムやジェル材などの振動や衝撃を吸収
する部材である。
　第１減衰部３０５は、下部筐体２１と単電池２との隙間、および、壁部３４と単電池２
との隙間に配置された略板状の部材である。第１減衰部３０５は、下部筐体２１から単電
池２へ伝達される振動や衝撃、壁部３４から単電池２へ伝達される振動や衝撃を減衰する
ものである。
【００６２】
　第２減衰部３０６は、上部筐体２２と単電池２との間に配置された略直方体状の部材で
ある。第２減衰部３０６は、上部筐体２２から単電池２へ伝達される振動や衝撃を減衰す
るものである。
【００６３】
　上記の構成によれば、外部から組電池３０１に加えられる衝撃や振動を第１減衰部３０
５や第２減衰部３０６により吸収することができる。そのため、単電池２に伝達される衝
撃や振動が小さくなり、組電池３０１の信頼性を維持することができる。
【００６４】
〔第５の実施形態〕
　次に、本発明の第５の実施形態について図１７から図２０を参照して説明する。
　本実施形態の組電池の基本構成は、第１の実施形態と同様であるが、第１の実施形態と
は、電池収納容器の構成が異なっている。よって、本実施形態においては、図１７から図
２０を用いて電池収納容器の構成のみを説明し、その他の構成要素等の説明を省略する。
　図１７は、本実施形態に係る組電池における下部筐体の構成を説明する側面視図である
。図１８は、図１７の下部筐体の構成を説明する上面視図である。図１９は、図１８の下
部筐体の構成を説明するＤ－Ｄ断面視図である。図２０は、本実施形態に係る組電池にお
ける上部筐体の構成を説明する上面視図である。
　なお、第１の実施形態と同一の構成要素については、同一の符号を付して、その説明を
省略する。
【００６５】
　組電池４０１の下部筐体４２１は、図１７から図１９に示すように、上方に開口が形成
された有底角筒状の筐体本体（筐体）４３１と、筐体本体４３１の内部を区切り単電池室
３２や制御部室３３を形成する壁部４３４と、が設けられている。
【００６６】
　下部筐体４２１の側壁や、壁部４３４や、下部筐体４２１における一の単電池室３２、
本実施形態では一番外側に配置された単電池室３２の一方を構成する底面には、図１７か
ら図１８に示すように、複数の第１貫通孔（貫通孔）４３６が設けられている。一方、制
御部室３３を構成する底面には、第１貫通孔４３６よりも径が小さい複数の第２貫通孔（
貫通孔）４３７が設けられている。さらに、下部筐体４２１における残りの単電池室３２
を構成する底面には、第２貫通孔４３７よりも径が小さな第３貫通孔（貫通孔）４３８が
設けられている。
【００６７】
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　上部筐体４２２には、図２０に示すように、段差部２４５を除く領域に複数の第４貫通
孔（貫通孔）４３９が設けられている。
　なお、第１貫通孔４３６，第２貫通孔４３７，第３貫通孔４３８，第４貫通孔４３９は
、図１７から図２０に示すように千鳥状に配置されていてもよいし、他のパターンに配置
されていてもよく、特に限定するものではない。
【００６８】
　上記の構成によれば、第１貫通孔４３６，第２貫通孔４３７，第３貫通孔４３８，第４
貫通孔４３９を介して上部筐体４２２や下部筐体４２１の外部と隙間との間における空気
の流通が確保されるため、貫通孔４３６が形成されていない場合と比較して、単電池２に
おいて発生した熱の放熱が容易になる。
【００６９】
〔第６の実施形態〕
　次に、本発明の第６の実施形態について図２１を参照して説明する。
　本実施形態の組電池の基本構成は、第１の実施形態と同様であるが、第１の実施形態と
は、電池収納容器の構成が異なっている。よって、本実施形態においては、図２１を用い
て電池収納容器の構成のみを説明し、その他の構成要素等の説明を省略する。
　図２１は、本実施形態に係る組電池における下部筐体の構成を説明する上面視図である
。
　なお、第１の実施形態と同一の構成要素については、同一の符号を付して、その説明を
省略する。
【００７０】
　組電池５０１の下部筐体５２１は、図２１に示すように、上方に開口が形成された有底
角筒状の筐体本体（筐体）５３１と、筐体本体５３１の内部を区切り単電池室３２や制御
部室３３を形成する壁部３４と、が設けられている。
【００７１】
　単電池室３２を構成する筐体本体５３１の壁には、単電池２を側方から支持する側面リ
ブ（支持突起部）５３５が設けられている。
　側面リブ５３５は、筐体本体５３１の壁を折り曲げて形成されたリブであって、単電池
２に向かって突出するとともに、上下方向に延びるリブである。
　上記の構成によれば、下部筐体５２１の強度を確保することができる。
【００７２】
　なお、側面リブ５３５の配置位置は、上述のように角部近傍の筐体本体５３１に設けら
れていてもよいし、単電池２が支持できる位置ならどこに配置してもよく、特に限定する
ものではない。
【００７３】
〔第７の実施形態〕
　次に、本発明の第７の実施形態について図２２および図２３を参照して説明する。
　本実施形態の組電池の基本構成は、第１の実施形態と同様であるが、第１の実施形態と
は、組電池の内部構成が異なっている。よって、本実施形態においては、図２２および図
２３を用いて組電池の内部構成のみを説明し、その他の構成要素等の説明を省略する。
　図２２は、本実施形態に係る組電池の内部構成を説明する上面視図である。図２３は、
図２２の組電池の内部構成を説明するＥ－Ｅ断面視図である。
　なお、第１の実施形態と同一の構成要素については、同一の符号を付して、その説明を
省略する。
【００７４】
　組電池６０１には、図２２および図２３に示すように、リチウムイオン二次電池などの
単電池２と、単電池２を制御する制御部３と、単電池２や制御部３が収納される電池収納
容器６０４と、が設けられている。
　電池収納容器６０４には、図２２および図２３に示すように、単電池２や制御部３が収
納される下部筐体６２１と、蓋体である上部筐体２２と、が設けられている。
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【００７５】
　下部筐体６２１には、上方に開口が形成された有底角筒状の筐体本体（筐体）６３１と
、筐体本体６３１の内部を区切り単電池２が収納される単電池室３２を形成する壁部３４
と、が設けられている。
【００７６】
　制御部３は、単電池室３２に収納された単電池２と上部筐体２２との間の空間に、単電
池２が配置されている方向に延びるように配置されている。
　上記の構成によれば、制御部３を収納する空間を別個に確保する必要がないため、電池
収納容器６０４の小型化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００７７】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る組電池の構成を説明する側断面視図である。
【図２】図１の組電池の内部構成を説明する上面視図である。
【図３】図１の電池収納容器における下部筐体の構成を説明する側視図である。
【図４】図３の下部筐体の構成を説明する上面視図である。
【図５】図４の下部筐体の構成を説明するＡ－Ａ断面視図である。
【図６】図１の電池収納容器における上部筐体の構成を説明する上面視図である。
【図７】図６の上部筐体の構成を説明するＢ－Ｂ断面視図である。
【図８】本発明の第２の実施形態に係る組電池の構成を説明する側断面視図である。
【図９】図８の組電池の内部構成を説明する上面視図である。
【図１０】図８の押え部の構成を説明する部分拡大図である。
【図１１】図８の押え部近傍の構成を説明する模式図である。
【図１２】本発明の第３の実施形態に係る組電池の構成を説明する側断面視図である。
【図１３】図１２の電池収納容器における上部筐体の構成を説明する上面視図である。
【図１４】図１３の上部筐体の構成を説明するＣ－Ｃ断面視図である。
【図１５】本発明の第４の実施形態に係る組電池の構成を説明する側断面視図である。
【図１６】図１５の組電池の内部構成を説明する上面視図である。
【図１７】本発明の第５の実施形態に係る組電池における下部筐体の構成を説明する側面
視図である。
【図１８】図１７の下部筐体の構成を説明する上面視図である。
【図１９】図１８の下部筐体の構成を説明するＤ－Ｄ断面視図である。
【図２０】上部筐体の構成を説明する上面視図である。
【図２１】本発明の第６の実施形態に係る組電池における下部筐体の構成を説明する上面
視図である。
【図２２】本発明の第７の実施形態に係る組電池の内部構成を説明する上面視図である。
【図２３】図２２の組電池の内部構成を説明するＥ－Ｅ断面視図である。
【符号の説明】
【００７８】
　１，１０１，２０１，３０１，４０１，５０１，６０１　組電池
　２　単電池
　３　制御部
　４，６０４　電池収納容器
　２１，４２１，５２１，６２１　下部筐体
　２２，２２２，４２２　上部筐体
　３１，４３１，５３１，６３１　筐体本体（筐体）
　３３　制御部室（配置部）
　３４，４３４　壁部
　３５，５３５　側面リブ（支持突起部）
　１０５　押え部
　１５１　挿入部
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　１５２　当接部
　１５３　押圧部
　２４４　補強リブ（凸部）
　４３６　貫通孔
 
 

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】

【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】 【図１９】
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【図２０】 【図２１】

【図２２】 【図２３】
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